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物の活きる町• 人• ID、
九
月
二
十
四
日
の
任

期
満
了
に
伴
、
つ
長
浜
町

長
選
挙
の
投
票
が
、
九

月
六
日
に
告
示
さ
れ
届

出
の
受
付
を
行
っ
た
結

果
、
上
田
邦
彦
候
補

(六
O
)
以
外
に
立
候

補
の
届
出
が
な
い
た
め
、

上
田
氏
が
無
投
票
再
選

と
な
り
ま
し
た
。

一
上
田
町
長
略
歴
一
長

浜
町
建
設
課
長
、
同
総

務
課
長
、
同
助
役
、
同

土
地
開
発
詮
理
事
長
、

長
浜
高
校
卒

町
民
の
壌
に
お
か
れ
ま
し
て
は、

益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
ぜ
ま
す。

こ
の
度
、
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
無
投
票
当
選
と

い
う
光
栄
に
浴
し
、
引
き
続
き
責
任
の
あ

る
二
期
自
の
町
政
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
お
札
を

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、

一
期
四
年
の
町
政
を
担
当
さ
せ

て
頂
く
に
あ
た
り
、
「
人
と
物
の
動
く
町

づ
く
り
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
町
づ
く
り
・

皇
づ
く
り

・
心
づ
く
り
」
を
信
条
と
し
て
、

町
政
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
し
た。

そ
の
問
、
港
湾
及
び
国

・
県

・
町
道
の

効
率
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
核
と

し
て
、
各
種
産
業
の
基
盤
整
備
や
新
し
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り

特
別
対
策
事
業
、
あ
ら
し
太
鼓
創
設
な
ど
、

潤
い
や
優
し
さ
、
そ
し
て
、
ふ
れ
あ
い
の

あ
る
町
づ
く
り
に
微
力
を
注
い
で
参
り
ま

し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
二
十
世
紀
末
の
数
年

間
に
残
さ
れ
た
当
町
の
行
政
課
題
は
、
公

共
下
水
道
整
備
や
ゴ
ミ
減
量
化
対
策
を
は

じ
め
と
す
る
環
境
問
題
、
老
人
福
祉
計
画

の
推
進
や
福
祉
施
設
の
整
備
、
農
林
水
産

業
等
の
各
種
基
盤
整
備
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建

設
に
伴
、
っ
中
予
分
水
の
問
題
等
、
数
多
く

ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ま
す
時
、
私

は
、
高
齢
者
や
ご
婦
人
に
優
し
く
、
し
か

も、

皆
様
と
感
動
を
実
感
し
な
が
ら
、
明

る
さ
と
希
望
の
持
て
る

「心

・
人

・
物」

の
活
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
安
務
に
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
今
年
度
は
、
従
来
の
交
通
・

産

業
な
ど
の
基
盤
整
備
を
は
じ
め
と
し
て
、

ふ
れ
あ
い
会
館
の
建
設
、
動
く
橋
サ
ミ
ッ

ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
地
域
を
描
く
絵
画

展
、
道
の
駅

(タ
や
け
こ
や
け
ポ
ケ
ッ
ト

パ
l
ク
)
等
を
重
点
施
策
と
し
て
、
町
民

の
皆
様
の
ご
期
待
が
少
し
な
り
と
も
形
と

な
り
、
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
週
進

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
共
、

町
政
へ
の
格
別
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撞
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す。

今月号の主な内容
。動く橋サミ ット・シンポジウム…2
0年金関係 ・人権作文...・H ・…...・H ・3
0ふれあい会館…・……………4・5
0財政公表一 -…...….....・H ・...6・7

0ごみゼ口社会・ 懐かしの写真展…

……・・8 
0成人病を考える・…………...・H ・-…9
0お知らせ……...・H ・.....・H ・-……….10

0紹介コーナー……… …-… ……11
0ルポ ・文芸・…・・・……...・H ・..…12
0一歳です・表彰ほか…...・H ・..……13



2 

橋サミット@シンポジウム一一

画
調
整
課
(
宮
五
一
一
一
一
一
一
・
同

二
一
三
一
二
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

テーマ『近代土木遺産の保存と活用』

コーデイネータ一

石崎正和(日本河川開発調査会事務局長)

ノfネラー

小西純一(信州大学工学部助教授)

田島二郎(ブリッジアドバイザー)

親泊素子(国立公園協会研究センター長)

中村典幸(福岡県大川市経済部インテリア課長)

丸山寿一(長浜町総務課長)

17:50 11 。まとめ

18:00 11 0 閉 会

|橋の交流会i
圏じ治、，ん

圏ところ

。開会

。交流会

。アトラクション

嘩あらし太鼓

! 母豊年おどり
20:00 11 0 閉 会

18: 30 -20: 00 

長浜町勤労者体育センター

躍
V

F
点
官
目

し
た
時
づ
く
り

徳島県徳島市と松茂町を結ぶ加賀須野橋

長
浜
町
・
動
く
橋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

行
委
員
会
で
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
「
長
浜
大
橋
」
を
活
か
し
た
町

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
十
一
月
十
日

(
本
)
に
動
く
橋
を
テ

i
マ
に
し
た

「
サ
ミ
ッ
ト
」
と
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。

我
が
国
の
近
代
化
と
と
も
に
架
け
ら

れ
た
「
動
く
橋
」
は
、
約
九
十
橋
で
す

が
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
架

け
変
え
ら
れ
た
り
、
撤
去
さ
れ
た
り
す

る
な
ど
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
動
く
橋
は
二

十
数
橋
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
一
つ
に
道
路
可
動
橋
と
し
て
我
が

国
最
古
を
誇
る
「
長
浜
大
橋
」
が
あ
り

ま
す
。サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
開
閉
タ
イ
プ
の
異

な
る
橋
(
昇
開
式
・
跳
開
橋
)
を
持
つ

福
岡
県
大
川
市
、
佐
賀
県
諸
富
町
、
徳

島
県
松
茂
町
の
一
市
三
町
の
首
長
が
集

ま
り
、
橋
を
橋
渡
し
と
し
て
将
来
の
活

性
化
対
策
等
を
話
し
合
う
ほ
か
、
姉
妹

橋
縁
組
を
念
頭
に
入
れ
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ふ
れ
あ
い
会
館

を
会
場
に
、
県
外
・
県
内
・
町
内
か
ら

約
三
百
人
が
参
加
し
て
、
「
動
く
橋
と

町
づ
く
り
」
を
テ
l
マ
に
し
た
パ
、
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
「
橋
を
活
か
し

た
町
ぞ
つ
く
り
」
「
近
代
土
木
遺
産
の
保

存
と
活
用
」
を
テ

i
マ
に
し
た
こ
つ
の

分
科
会
を
橋
の
権
威
者
・
伊
東
孝
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
の
提
言
や

討
議
を
も
と
に
、
動
く
橋
に
対
す
る
再

認
識
と
意
思
統
一
を
凶
り
な
が
ら
、

「
動
く
橋
」
か
ら
「
動
く
世
論
」
へ
と

発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
は
、
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
橋
の
交
流
会
」
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
動
く
橋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の

ご
参
加
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
企

15:30 

18:30 

(ブリッジアドバイザー)

(NHK報道局解説委員室解説主幹)

(国立公園協会研究センター長)

(福岡県大川市長)

(佐賀県諸富町長)

(長浜町長)

|分科会|

第 1分科会

15:30 11 テーマ『橋を活かした町づくり』

コーデイネーター

伊東 孝(日本大学理工学部理工学研究所教授)

パ不ラー

片寄俊秀

山田吉孝

小 I陵官、実

(長崎総合科学大学教授)

(NHK報道局解説委員室解説主幹)

(長野県南木曽町商工観光課長兼

妻篭宿保存対策室次長)

(佐賀県諸富町商工水産観光係長)

(長浜町経済課長)

直 1* ~I 
12:00 11 0 受付

12:45 1卜 開会

13:00 11 0 基調講演

伊東 孝(日本大学理工学部理工学研究所教授)

演題『動く橋を考える』

。ノTネルデイスカッション

テーマ『動く橋と町づくり』

コーディネーター

伊東 孝(日本大学理工学部理工学研究所教授)

パネラー

田島二郎

山田吉孝

親泊素子

福永邦男

坂井力夫

上田邦彦

く>動く橋シンポジウム日程

福岡県大川市と佐賀県諸富町を結ぶ筑後川昇開橋

吉村重幸

山下回広

14:00 
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十
月
。
十
一
月
は

国
民
年
金

制
度
推
進
用
問

一一一年金関係・人権作文

十
月
及
び
十
一
月
は
、

制
度
推
進
月
間
」
で
す
。

期
間
中
は
、
県
・
社
会
保
山
崎
事
務
所
・

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
住
民
の
皆
さ

ん
に
、
国
民
年
余
制
度
に
対
す
る
理
解

を
一
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
広
報

活
動
を
県
下
各
地
で
展
開
し
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
た
現
在
、

今
絞
予
想
さ
れ
る
超
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
、
老
後
生
活
の
安
定
を
社
会
全
体

で
考
え
、
お
-1
い
に
助
け
合
ツ
て
い
く

必
定
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
で
、
公
的
年
金
制
度

の
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
と

し
て
欠
か
す
ミ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
制
度
峰
、
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
国
民
全
員
が
加
入
し
保
険

料
を
納
め
て
、
お
年
寄
り
の
世
代
を
支

え
、
自
分
た
ち
が
年
を
と
る
と
、
次
の

世
代
の
人
々
に
よ
っ
て
文
え
ら
れ
る

「
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
の
仕
組

み
で
す
。

二
十
歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
保

険
料
を
納
め
る
ご
と
は
、
明
在
の
お
年

寄
り
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
自

身
の
安
定
し
た
老
後
生
活
を
確
実
な
も

の
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
き
い
き
と
し
た
豊
か
な
老
後
を
迎

「
国
民
年
金

え
る
た
め
に
、
国
民
午
金
制
度
を
正
し

く
唖
解
し
、
若
い
時
か
ら
し
っ
か
り
と

し
た
老
後
の
生
活
設
討
を
し
ま
し
ょ
う
。

厚
生
@
国
民
年
金
の
相
談
が

便
利
に
な
り
ま
し
た

平
成
六
年
十
月
七
日
か
ら
「
松
山
年

金
相
談
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
松
山

市
に
由
設
き
れ
、
社
会
保
険
事
務
所
の

年
金
相
談
が
、
詳
し
く
受
け
ら
れ
よ
う

仁
な
り
ま
し
た
c

一
場
所
一
松
山
市
一
番
町
f

一
丁
目
三
番

地
二
三
大
街
道
一
番
町
円
近
く
)
菅
井

二
ツ
セ
イ
ビ
ル
二
階

一
業
務
取
扱
時
間
一
月
曜
日
j
金
曜
日

(
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
・
午
後

一
時
か
ら
午
後
五
時
J

な
お
、
土
曜
円
。
日
曜
日
、
祝
祭
同
、

年
末
・
年
始
は
お
休
み
で
す
。

一
相
談
内
石
}
年
金
に
関
す
る
相
談
、

年
金
の
請
求
手
続
き
、
源
泉
償
収
票
、

年
金
額
改
定
通
知
書
な
ど
の
再
交
付

(
再
発
行
)
な
ど

;ろ聞 にでいいにろ いコで足男のはただ何ての りろたにおに . 
: うなぼ行いそま、にそまとすのの不じ。けをい子すしんく行母行ほ i
かのくフまろ L おかのししがこ子白めそで見まがるでなさっきつく i 
とにはたしなたじえ男 t~ て、とは由まの、てし何とい物んたんたが;
思、、のたお。さつのし、おを、なし小気るたか、まをのととと
、じどで n じおんで子 男じ聞お人たきにん。をどし買人きぼきお
まろうす:そち刊とのきが のさいじが o いなだそ討こそっが主くの J悲
しじし しんえこて、 子んてさにそ男り予ぞっか たいτがこさ
そえて てElモ24義 幸弓主兵三 E252き長2 り、[ ~~ T'与を;
小る同 どと「言母の をニみ すははん思?をさ 食た子パし
さのじ こ言かっさと しコたそ。、歩でつ¥さい ベ o ，~ 1 た松

は= . L:l: いだ人 かっわてんこ てニいの 足きした、し男 たい、ト 111

.... 蝿輯胞 なあ とるどて由 てしつにてでおてと思くせ伝 あ 1
: ... 瞳輯輔融h おり気つ、うなな t::rもてだなももしいをいはな号ぼり i 
遁E2T噌1 しまをくこしい人くはしつりは、てるすま、く機くま ; 
寧良心聾 てすつづれよつにはんまたそずヰうあよれし行てにはし ; 

: ~)(下悲 し、。 けくもろも対、せっんろか三げろばたて三、つ、た
( "1.吾、 きこた息、かりしやいただでしビるな、。て困い足。
V_"SJ たれいいいとでてつを。。しく亨の感こだおっての ! 晶玉ヨ いかこまけ、も、ぱしそぼそえそをじのけしてい E i 
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ずぱ な考ビかヂ 、し親いと子らになう。をが
つい あえ片し白 とをせゃっ 0 、しことぽお

男
の
子
は
一
二
つ
ぐ
ら
い
な
の
で
、
ま
だ

わ
か
ら
な
い
ζ

と
も
多
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
「
か
わ
い
そ
う
」
と

一
一
一
ワ
つ
、
言
葉
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
が
、
も
し
、
足
の
不
自
由
な
人

に
な
勺
た
ら
ど
う
思
、
っ
か
考
え
て
み
ま

し
た
r

や
っ
ぱ
り
、
一
番
い
や
な
の
は
、

じ
ろ
じ
ろ
み
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
言
葉
で
何
か
一
育
わ
れ
る
の
も
い
や

で
す
。
こ
っ
ち
を
向
い
て
指
を
さ
す
よ

う
な
こ
と
も
、
も
っ
と
い
や
で
す
。

臨盟運理盟理
「
か
わ
い
そ
う
に
」
と
思
わ
れ
た
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
っ
て
、
直
く
も
、
一

生
け
ん
め
い
生
き
て
、
同
じ
よ
う
な
く

ら
し
を
、
普
通
の
人
と
同
じ
よ
う
に
生

活
で
き
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

同
じ
人
問
、
と
し
て
、
一
生
け
ん
め
い

生
き
て
い
る
い
じ
よ
う
、
か
わ
い
そ
う

だ
と
か
、
へ
ん
だ
と
か
、
こ
う
思
っ
た

り
、
チ
託
っ
た
り
す
る
の
は
差
別
だ
と
思

い
ま
す
。

で
す
が
、
ま
え
に
、
こ
ん
な
こ
と
が
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ふれあい会館一一一

察局開館
りの拠点

ふれおい会錦、
文化の薫る町づく

いつでもだれでも気軽に利用できる憩いの施設として

社
会
情
勢
が
急
速
に
進
展
す
る
今
日
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
実
感
で
き

る
生
活
の
実
現
は
、
私
達
の
誰
も
が
願
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
ら
の
願
い
を
一
つ
ず
つ
実
現
す
る
た
め
、
当
町
で
は
、
「
丈
化
の

薫
る
町
マ
つ
く
り
」
の
創
造
を
目
指
し
て
、
ソ
フ
ト
・
ハ

l
ド
の
文
化
諸

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
集

会
施
設
「
長
浜
町
ふ
れ
あ
い
会
館
」
の
建
設
を
昨
年
十
一
月
か
ら
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
総
事
業
費
約
八
億
円
で
、
十
月
三
十
一
日

に
完
成
し
ま
す
。

完成間近の長浜町ふれあい会館

こ
の
会
館
は
、
背
さ
ん
の
心
の
拠

り
所
「
文
化
の
館
」
と
し
て
、
ま
た
、

生
涯
学
習
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
場
と
し
て
、
誰
も
が
、
い
つ

で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
集
会
施
設

の
建
設
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
一

階
か
ら
四
階
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
が
繋
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
の
概
要
は
、
鉄
骨
造
四
階
建

て
で
、
述
べ
面
積
一
九
O
五
ば
、
一

階
に
は
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
二
階
に

は
調
理
室
と
和
室
、
二
一
階
に
は
中
ホ
l

ル
と
会
議
室
、
四
階
に
は
大
ホ
1
ル
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
四
階
へ
の

昇
降
が
楽
に
で
き
る
よ
う
、
子
供
や
お

年
寄
り
の
人
な
ど
に
配
慮
し
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ふ
れ
あ
い
会
館
の
館
内
を
次

の
と
お
り
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
会
館
の

主
な
施
」
設

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
一
階
)

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
で
も
気

軽
に
利
周
で
き
る
、
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
写
真
、
絵
画
、
書

等
が
展
示
で
き
る
可
動
パ
ネ
ル
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

気軽に利用できる町民ギャラリー

調
理
室
(
二
階
)

料
理
教
室
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

場
と
し
て
、
調
理
台
十
一
台
を
備
え
、

映
像
に
よ
る
料
理
実
習
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

11台の調理台を備えた調理室



一←司←ー

手日

(
二
階
)

F品『

皐

調
理
実
習
後
の
会
食
の
場
や
ふ
れ
あ

い
の
部
屋
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

中
ホ
ー
ル

(
三
階
)

国
定
席
を
設
置
し
た
最
大
人
員
百
六

十
一
一
人
が
収
容
で
き
る
多
届
的
ホ
i
ル

一一一一一ふれあい会館

す像機で
)器
鑑)ピ
賞使デ
や用オ
講にプ
?lf!よロ
去るジ
等 A エ
に V ク
利(タ
用音 I
で楽(
き・映
ま映像

A

山
富
謹
一
隅

.，.，_， 
皐

(
三
階
)

32帖の部屋が2つある和室

間
定
杭
を
設
置
し
た
二
一
十
人
規
模
の

会
議
室
と
卜
人
程
度
で
利
用
で
き
る
会

議
室
の
二
室
が
あ
り
ま
す
。

固定席カず設置されている中ホール

大
ホ

i

(
四
階
)

最
大
人
員
三
百
人
が
収
容
で
き
る
多

目
的
ホ
l
ル
で
、
講
演
会
や
各
種
文
化

活
動
等
に
利
用
で
き
ま
す
。

大小兼ね備えた会議室

長
浜
町
ふ
れ
あ
い
会
館
の
ご
利
用
・
お
問
い
合
一

一
わ
せ
は
、
教
育
委
片
会
社
会
教
育
課
(
岱
五
二
1

一一

一
一
一
一
・
伺
一
一
一
六
ニ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
口

講演会など多目的に利用できる大ホール

8，ヰ40I 10，300! 

2!日60j 3，09o ! 2主~

練習等のため舞台のみを使用するときは、上記の 3割 lその額lこ
1円未満の端数が生じたときは、切り捨てるものとする c) とオる。
使用時間の延長の承認をしたときは:時間につき大ホール、 1，030
円、中ボ~ )~ 515円を加算する
使用者が特別に設備を施 l ぐ使用するときは電力使用料実費を総 i

収する。

冷暖房 1時間につき600円
1時間未伽械についてl訓分以ょをもイζ]時間とみなすJ
使用者か入場料又はこれに類するものを没収するとき及7 百品展|

示、販売営業の買伝又はこれに類する口的に使用するとき土 基|

本料会の 5割を!Ju算する。 I

大ホール及び中ホール使用料金

昇降に便利なヱレベーター

キヰ

|調
山l民ギャラ ljー

1 休日に使刑するときは、上表のt'金の2苦IJiJ日青(その績に l円未満の端数
が生きは、切り捨てとJ ものこ る。)とする。
使用ff寺院延長の本認をしたとき(土 1ll，)'院につき 3割，1;日算 lその額に j円未

満の消数が生じたときは、切:Jt富てるものとする。)と寸ただL、1時
間未う端数については3(，'分以』をもって 1時間とみなす
冷暖房 l時|記hこっき4∞円
使用者が人場料/_:lこ惣するものを倣収するとき及び商品展示、販売
営業の'Fii云又はこに柏するE的に使用 jるときは、基本料金の 5司lを加
算する。

用使ののそ

f担



長誤町の財政|
引必込人吾プ〈弘
z:i; ヘ匝 I I 

総務費

1，276，227干円
(18.9%) 

出

農林水産業費

1，042，410千円
(155%) (100.0%) 

土木費

1，025，933千円
(15.2%) 

/ム、
品為 債

6-

、財政状況の公表
長浜町のttj政事情の作成および公表に関する条例

により、子成5平度の財政状況を公表します

平成6.r9月長浜町長 k田邦彦

「Z墾開時間|議醤L52!?::::IR
[)Z分科 目|金頴(千円川 |一一一一 支出済額 17，558千円
11業収益 27，41叶 |曙瞬時f 差 引 O千円

l収直型空 7副
二トJ竺!引

住宅新築資金等貸付事

予算額 32，569 
収入済額 32，444 
lllJ~斉額 32， 
美 守1 0千円

企士竺主旦L~~
」竺__l_I_L三8，227
資本的収入額が資本的支出額に/f
jiする額8，227千円は、直年度分損益
勘定留保資金8，227，円で補て八したり

十企業金詐i
水道事業会計

正否El i 
十rt業収託 i
L一一一一一 一一一一一一」

十三'業外収益

計

IE瓦亙7百T
仁三業七十型1+
L-EL-i 
i純利活l
r~i~rrjill 
十資本的J正出!

上竺 51
資事的収入額が資本的安出額tこ不
足する灼4LAl1千円は、:当年度分ifJ
費税資本的収支戸調整額31HIサ 過~q
度分損益勘定留保資金.11，096r円で
補てんしたu

費
一
千
一
竺
低
一
的
一
郎
一

:0.5.:J1駐在7

|特車IJ金三計 i
国民健属保険

~~宣誓日よ
そこ子長会 ;!11吋

国民鮭臨保険ll~:営診療!軒

U 'fC.A 予算在員
鑓轟iffi'tl収入済額
Lぷ当ふl./]f支出i済額
hJt:T副韓宝一差 01 

11，458ff'J 
11，17H一円
11す177千円
。千 ['J

港湾施設事業

「一一簡易水道事業 一一「

I~'\ 予算領 58.:318fl'] I 
I U Jfy'入済額 55，475千円!
I lIi 支出済額 5~ ， 175千円 i
I((~金差号I OT円!

老人保健一一「

正予監事 予算額 1 ， 2~1 ， 01(千円 i
月賄屯 収入済額 1，199，90，'jf円!
己主:J"'- 支出済額 1，194，711千円 i
E話こ.gr *' rjl 5，]94千円引
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財政公表

おもな歳入(はいったお金)状況

7，206，909千円

ロロ臼〔一一
91，634千円 64，637子円 48，357千円 48，240千円 22，873千円 3，417千円
止笠~I ~竺21 也必i 巴芦) (036) (042%) 
諸収入 使用料 自動車取得 財産収入 利青割 その他
【 手数料 税交付金 交付金

手 こそ戸民局己
572，737千円 371，052千円 195，834千円 123，357千円 107，560千円

じ竺竺ノ己竺Lノ己竺l__j l (U%~ と竺シ
国庫支出金 繰越金 繰入金 地方譲与税 分担金

負担金

同 長二マ
28990，27%1千)円 J

628.412千円L (8.7%)ノL40 
地方交付税 町債 町税 県支出金

自I 専売 ヰ夏 入 881，360千円

町民税

344，403子円

(39.1%) 

1世帯当り力f

負担した町税

236千円

|平成5年度
労働費

2.467千円
議会費 ;0.0%) 
80，681千円一一一
(1.2%) 

教育費

商工費

171，520千円
(2.6%) 

衛生費

411，893千円
(6.1%) 

525，467千円
(7.8%) 

公債費

845，235千円
(12.5%) 

民生費

956，285千円
(14.2%) 

町有財産 ( 6.5.31現在)

種 日リ 金額千円

一般財政調整基金 338，829 種別
同氏健康保険財政調整基金 131，041 
土地 関 発基 3ノ~ 141. 981 宅地

lト|国減そー民の 償 法 金
473，058 建物

他特定目的基金 786，973 公園

年金印資紙購入基金金 18.000 山林

15.384 雑種他

計 1，905，266 その他

職

(6331現在

面積 mz

252，182 
72，237 

19，418 
3.397 
6，866 
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ごみゼ口社会@懐かしの写真展一一一一

崎
さ
そ
う
J
と
み
ゼ
回
祉
禽

埋
立
処
理
場
も
パ
ン
ク
す
前

最
近
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
ご

み
処
理
に
は
、
多
く
の
費
出
と
労
力
が

か
か
り
ま
す
、

J

E

京
浜
町
で
も
何
外
で
な
く
、
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
る
ご
み
を
焼
却
や
埋
立

て
な
ど
で
処
理
を
行
。
て
い
ま
す
が
、

当
町
に
あ
る
埋
立
処
分
場
は
満
杯
寸
前

と
な
っ
て
い
ま
す
。

坐
活
の
利
便
性
が
高
ま
り
、
物
が
豊

宮
に
な
っ
た
今
円
、
ご
み
の
出
な
い
社

会
の
実
現
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
美
し
く
豊
か
な
町
づ
く
り
に
は
ご

み
は
不
要
な
も
の
で
す
か
ら
、
処
理
は

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

プ
ミ
処
理
に
必
要
な
費
用
は
、
皆
さ

ん
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
f

こ
の
ま
ま
ご
み
が
増
え
続
け
れ
ば
、
ま

す
ま
す
費
出
が
増
大
し
、
さ
ら
に
、
町

立
処
分
場
を
新
設
す
る
と
な
れ
ば
、
何

憶
も
の
費
用
が
必
要
と
な
り
、
皆
さ
ん

の
負
担
も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
ご
み

の
量
を
紙
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
み
の
減
景
化
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

直
結
す
る
大
切
な
問
題
な
の
で
す
の

ご
み
を
減
ら
す
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
ご
み
の
中
か
ら
有
用
な
資
源

を
回
収
し
た
り
、
ご
み
そ
の
も
の
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
方
怯
な
ど
が
あ
り
ま
寸

が
、
最
も
重
要
な
の
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
努
力
す
る
こ
と
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
c

町
で
は
、
資
源
ご
み
の
回
収
活
動
を

行
う
同
作
へ
奨
励
金
を
出
し
た
り
、
生

ご
み
を
減
量
化
す
る
ゴ
ン
ポ
ス
ト
の
購

入
を
補
助
す
る
制
度
等
を
設
け
て
い
ま

す
υ

こ
れ
ら
を
上
手
く
利
用
し
て
ご
み

の
減
量
化
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
(

同
私
た
ら
が
生
活
す
る
う
え
で
、
物
を

購
入
し
た
り
消
費
す
れ
ば
必
ず
不
要
な

ペ
ヅ
ケ
l
ジ
や
使
い
残
し
が
出
て
き
ま

す
c

購
入
す
る
時
か
ら
不
必
安
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
や
ト
レ
イ
の
も
の
を
避
け
だ
り
、

札
一
山
め
苓
え
容
器
に
入
っ
た
も
の
は
中
身

、
足
け
を
求
め
た
わ
、
買
い
物
袋
を
持
っ

て
い
く
こ
と
だ
け
で
、
随
分
と
ご
み
を

減
ら
す
こ
と
し
が
で
き
ま
す
c

次
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
て
み
ま

し
上
う
。
雑
誌
や
古
新
聞
な
ど
は
燃
え

る
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
家
庭
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
お

け
ば
簡
単
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
み
を
会
生
源
か
ら
少
な

く
し
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
す
れ
ば
処
理
量
ほ
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ご
み
を
焼
却
し
た
り
、
出
め
立
て
す
る

こ
と
が
減
れ
ば
、
環
境
の
保
全
に
も
つ

な
が
る
の
で
す
。

ま
た
、
ご
み
減
量
化
の
対
策
と
し
て
、

ご
み
処
理
の
有
料
化
が
話
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
者
が
個
別
に
そ
の
質
と
量
に
応
じ
て

支
払
い
を
す
る
と
い
う
「
受
益
者
負
初

の
原
則
」
に
も
と
づ
く
考
え
方
で
す
。

当
町
で
も
山
間
部
な
ど
で
は
、
ご
み

収
集
を
行
っ
て
い
な
い
地
域
が
あ
る

方
、
ご
み
日
昼
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
無

料
で
収
集
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す

が
、
槌
負
担
壮
一
律
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
ご
み
問
題
に
つ
い
て
考
え
、

解
決
に
向
け
て
の
行
動
を
お
こ
さ
な
け

れ
ぽ
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
ご
み
閣
題
に
つ
い
て
の
ご
意

見
・
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役

場
生
活
環
境
課
(
宮
五
て
一
一
一
一
・

同一一

O
九
一
二
)
に
お
問
い
合
わ
せ
〈
立

さ
い
。

う
ら
盆
祭
ワ
に

懐
か
し
の
写
真
展

白
滝
写
真
愛
好
会

八
月
二
十
四

H
、
白
滝
地
区
恒
例
の

う
ら
盆
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
国
際
色
豊

か
な
踊
り
大
会
や
造
物
コ
ン
テ
ス
ト
、

い
ろ
い
ろ
な
出
庖
な
ど
、
約
五
一
山
人
の

見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
c

ヂ
の
中
で
も
、
白
滝
の
写
真
愛
好
会

に
よ
る
、
白
詰
を
は
じ
め
と
す
る
各
弛

を
写
し
た
懐
か
し
の
「
写
真
展
」
が
白

滝
公
民
館
で
行
わ
れ
、
訪
れ
た
見
物
客

は
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
白
滝
写
真
愛
好
会
で
は
、
白

滝
を
写
し
た
土
門
い
写
真
を
お
持
ち
の
方
、

写
真
に
詳
し
い
万
を
探
し
て
い
ま
す
の

で
、
心
あ
た
り
の
方
は
、
白
滝
公
民
館

(
宮
五
回

O
一二

O
こ
ま
で
こ
連
絡

く
だ
さ
い
。

各地の古い写賓が集まった写真展



一一一一一成人病を考える

感λ捕を考える
心臓病は死亡率第2位

第 7圏 tb筋覆塞と狭F心症

心臓病は、悪性新生物(がん)に手口、で死亡率が高く、死亡順位の第 2位となっています。成

人病としての心臓病では、狭心症と心筋梗塞がよく知られていますが これらの病気は、「虚血

性心疾患」とも言われており、動脈硬化がその主な原同となっています。

血液は、体内を巡って酸素と栄養素を各組織に供給し、また、各組織から二酸化炭素と老廃物

を受け取ってそれらを処理する臓器に運撮しています。この作業の中心が心臓です。

心臓は、全く休むことなく、血液を体内で循環させる仕事を行っていますが、心臓自体にも酸

素や栄養素を供給する血管に冠動脈があります。狭心症は、この冠動脈が動脈硬化になると、血

液の流れが一時的に悪くなり、心臓の筋肉(心筋)が酸素不足(心筋虚血)となるため、胸痛発

作を起こす心臓病です。

心筋梗塞は、冠動脈が閉塞してしまろと、その部分から先に血液が流れなくなλ り、強烈な胸痛

を伴って心筋の壊死(組織が死んでしまう)を引

き起こす心臓病です。

異f告を感じたら検診を
狭心症の症状は、胸部の不快感とか、何となく

胸苦しいというよろなはっきりしないものから、

しめつけられる、重い、圧迫される、焼きつける

ような感じ、京IJされるというような強いものまで

椋E々 です。

また、痛みを感じる部分も心臓部、左前胸部、
各地で行われている成人病検診

みぞおちの他に関連痛と呼ばれる左の肩、背中、右の肩、腕‘のと¥あご、耳の後ろなどに重い

感じ、しびれる感じ、だるい感じが起きることもあります。

心筋梗塞の場合も様々な症状を引き起こレますが、その典型的な発作として、心臓部を中心と

した強烈な痔痛と、狭心症と同じような関連痛を伴い、また、大声で助けを求めるとか苦痛を訴

えるとし、ろよりも、強烈な痛みにじっと耐えている感じであったり、また、重症では、意識を失っ

てしまうこともあります。このような症状の人を見かけたら、すぐに救急車で病院に連れていき

ましょう。

狭心症発作の場合は、専門医に発作時の注意事項をよく

聞いておき、家族にも周知してもらうようにしましょう。

初めて、狭心症の発作かなあと思った時には¥一刻も早く

専門医に診察してもらいましょう。虚血性心疾患を引き起

こしやすい原因の高脂血症、動脈硬化症、高血圧症、糖尿

病、肥満のある方は、生活習慣や食生活を見直して、成人

病などの発病を予防しましょう。
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レf件数

費用額

i出|ト256 340，878，824 

外! 23，539 304，822，228 

科 4，602 63，488，880 

3，308，370 

療養費 446 4，914，692 

lに』3 計 30，477 717，412，994 

年間一人当り医療費 195，108 

お知らせ一一一一一

佐
山
保
険
出
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

六
午
十
月
一
日
か
ら
、
次
の
よ
う
に
国

民
位
康
保
険
制
度
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

入
院
中
の
食
事
代
の

一
部
が
患
者
負
担
に

入
院
中
の
食
事
代
は
、
患
者
負
担
額

の
変
更
に
よ
り
、
平
成
六
年
十
月
一

B

か
ら
八
年
九
月
三
ト
ハ
ま
で
の
問
、
負

制
一
植
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
の
人
・
↑
円
六
百
円
、
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人
:
一
日
四
百

(単位，円)国保医療費(老人医療費を除く)

五
十
円
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等

の
人
で
、
四
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る

場
合
(
入
院
四
か
月
以
降

)
a
a
-
-
H
+
一

百
円
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等
の

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
:
・
一
日
二
白
川
口

平
成
八
年
十
月
-
円
以
降
は
、
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
般
の
人
i
一
日
八
百
円
、
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人
:
・
一
日
六
百

六
十
円
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等

の
人
で
、
四
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る

場
合
(
入
院
四
か
月
以
降
)
:
・
一
日
五

百
円
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等
の

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
:
¥
円
二
百
同

な
お
、
こ
れ
ら
食
事
代
の
一
部
負
担

金
は
、
寓
額
療
養
警
一
を
算
定
す
る
場
合

の
自
己
負
担
相
に
は
入
り
ま
せ
ん
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
住
志
く
だ
さ
い
。

(単位;円)

711，161，400 

427，612，460 

害責用費

20，165 

老人医療費

出

産

育

兜

一
時
金
の
給
付

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

E
が
出
産

し
た
場
合
は
助
産
費
、
ま
た
、
そ
の
出

生
児
を
育
て
た
時
は
、
育
児
手
当
八
王
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
六
年

十
月
一
円
か
ら
は
、
こ
れ
に
代
わ
り
、

(
児
に
つ
き
一
律
二
一
十
万
円
の
出
産
育

児
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

平
成
5
年
度
は

約
ニ
十
億
円
の
匿
揮
費

平
成
五
年
度
に
お
け
る
長
浜
町
の
国

民
健
康
保
険
の
医
療
費
は
、
次
の
表
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
ο

1，222，110，584 

ι::叫

24，912，680 

811 

1，310 

547 

14 

1 

所

所

春
A、ー_J_

百十 i 24，778 

495 

叶
半

a
4
4
，
 剤

~ 
J士写

681，221 

私
は
、
海
が
こ
ん
な
に
大
切
だ
と
は

忠
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
海
の
中
で
は
、

た
く
さ
ん
の
魚
や
海
草
や
私
の
知
ら
な

い
生
物
が
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
魚
は
、
と
て
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

わ
た
し
の
父
は
漁
師
で
す
。
船
で
魚

を
獲
っ
て
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
て
い

ま
す
。
父
の
話
で
は
、
「
最
近
は
、
海

が
汚
れ
て
き
た
。
」
と
悲
し
そ
う
に
誇
っ

て
い
ま
す
。
私
が
海
で
泳
い
で
い
て
も
、

海
の
水
は
に
ご
っ
て
い
て
、
カ
ン
や
ゴ

ミ
な
ど
が
な
げ
す
て
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
で
は
、
海
が
汚
れ
て
、
最

後
に
は
魚
が
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

実
を
一
一
言
、
っ
と
、
私
も
、
海
の
中
へ
ジ
ュ
ー

ス
の
カ
ン
を
捨
て
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
が
も
し
も
魚
だ
っ
た
ら
、
い
い
迷
惑

だ
と
思
い
ま
す
。
海
も
同
じ
で
す
。
私

が
海
や
海
に
住
む
生
物
の
こ
と
を
裏
剣

に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
海

を
一
丙
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

時
々
、
海
に
油
が
浮
い
て
い
る
の
を

見
か
け
ゐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も

き
た
な
か
っ
た
で
す
。
私
は
、
「
だ
れ

が
し
た
の
か
な
あ
。
」
と
思
い
ま
し
た
c

こ
の
油
は
、
も
し
か
し
た
ら
家
庭
か
ら

出
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
油
科

理
を
し
た
後
の
食
油
を
、
そ
の
ま
ま
流

す
人
が
い
る
か
ら
で
す
っ
私
の
家
で
は
、

「
固
め
る
テ
ン
プ
ル
」
と
い
う
も
の
で

油
を
固
ま
ら
せ
て
、
ご
み
箱
へ
捨
て
て

い
ま
す
。
私
は
そ
の
方
が
良
い
と
川
ゃ
い

ま
す
。
油
を
そ
の
ま
ま
捨
て
る
の
は
、

や
め
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
ス
プ
ー

ン
一
ぱ
い
の
油
で
も
、
そ
れ
を
魚
の
住

め
る
き
れ
い
な
海
に
も
ど
す
に
は
、
た

く
さ
ん
の
水
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
、

テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。

「
一
度
汚
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
な
か

な
か
き
れ
い
に
な
ら
な
い
の
だ
な
」

と
思
い
ま
し
た
。

海
は
、
私
の
父
に
と
っ
て
は
、
仕
事

を
す
る
上
で
と
て
も
大
切
な
場
所
で
あ

り
、
私
に
と
っ
て
も
大
切
な
遊
ひ
場
で

す
。
私
は
、
子
供
の
頃
か
ら
海
が
大
好

き
で
し
た
。
夏
の
暑
い

B
に
海
で
泳
ぐ

と
最
高
に
気
持
ち
い
い
で
す
。
海
は
広

い
の
で
ど
こ
ま
で
も
泳
げ
ま
す
。
こ
の

大
切
な
海
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
c

地
球
に
住
む
全
て
の
人
々
が
、
小
川
を

大
切
に
思
っ
て
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
海
が
だ
ん
だ
ん
汚
れ
て
き
た

の
は
、
人
聞
の
せ
い
で
す
。
き
れ
い
な

海
を
と
り
も
ど
す
た
め
力
を
台
わ
せ
て

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
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L
E
T
S
ク
ψ
キ
シ
ゲ

つ
く
し
グ
ル
ー
プ

つ
わ
ぶ
き
粕
漬

一
材
料
}
(
下
漬
)

つ
つ
わ
ぶ
き

丁
塩
(
つ
わ
の
一
八
%
)

「
焼
み
ょ
う
ば
ん

(
本
漬
)

つ
下
漬
の
つ
わ
ぶ
き
四
均

丁

酒

粕

四

均

五
匂
0
・
九
均

少
々

キ
ノ
コ
と
キ
ノ
コ
狩
り

紹介コーナー

今
や
宝
石
の
よ
う
な
扱
い
に
な
っ
て

い
る
マ
ツ
タ
ケ
を
筆
頭
に
、
十
月
は
一

年
中
で
も
っ
と
も
キ
ノ
コ
が
豊
富
な
シ
ー

ズ
ン
で
す
。

「
木
の
子
」
の
字
の
と
お
り
、
キ
ノ

コ
は
、
森
の
樹
木
や
枯
れ
木
、
落
ち
葉
、

動
物
の
ふ
ん
な
ど
か
ら
発
生
し
、
そ
れ

ら
を
分
解
し
養
分
と
し
て
土
に
返
す
働

「
砂
糖

{
作
り
方
}

下
漬
:
・
①
つ
わ
ぶ
き
は
八
分
ぐ
ら
い

ゆ
で
て
、
皮
を
は
い
で
水
に
つ
け
る
。

水
に
つ
け
た
つ
わ
ぶ
き
を
、
再
度
さ
っ

と
ゆ
で
て
、
そ
の
後
す
ぐ
に
水
に
つ
け

る。
②
水
に
つ
け
た
つ
わ
ぶ
き
は
、
昼
夜

水
に
さ
ら
し
て
か
ら
水
気
を
取
り
、

0
・

九
均
の
塩
で
漬
け
込
む
(
軽
い
重
石
を

置
い
て
二
昼
夜
漬
け
込
む
)
。

本
漬
・
・
・
①
酒
粕
に
砂
糖
を
合
わ
せ
粕

床
を
作
っ
て
お
く
。

②
下
漬
し
た
つ
わ
ぶ
き
は
、
さ
ら
に

水
気
を
取
る
た
め
、
ふ
き
ん
で
ふ
い
て

お
く
。

J¥. 
kg 

き
を
し
ま
す
。
森
が
生
き
て
い
く
サ
イ

ク
ル
の
中
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
役
割
を
キ
ノ
コ
は
担
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
種
々
の
キ
ノ
コ
が
顔
を
そ
ろ
え

る
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
ま
た
、
キ
ノ
コ
狩

り
の
絶
好
期
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う

に
キ
ノ
コ
の
中
に
は
、
猛
毒
を
持
つ
種

類
も
多
い
の
で
、
食
用
キ
ノ
コ
の
採
集

を
す
る
と
き
は
、
キ
ノ
コ
の
毒
の
有
無

が
分
か
る
人
に
同
行
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

③
樟
に
酒
粕
を
敷
き
込
み
、
つ
わ
ぶ

き
を
並
べ
る
。
つ
わ
ぶ
き
、
酒
粕
と
交

互
に
漬
け
込
む
。

漬
け
込
ん
だ
後
、
ビ
ニ
ー
ル
を
張
っ

て
密
封
す
る
。

料
理
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
つ
わ
ぶ
き

を
上
手
に
ゆ
で
る
こ
と
。

一
般
的
に
「
色
の
鮮
や
か
な
キ
ノ
コ

は
毒
、
地
味
な
色
合
い
の
キ
ノ
コ
は
食

べ
ら
れ
る
」
と
か
「
縦
に
さ
け
る
キ
ノ

コ
は
食
べ
ら
れ
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
判
断
法
も
全
て
の
キ
ノ
コ

に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
や
ふ
や
な
知
識
と
素
人
判
断
す
る

の
は
危
険
だ
と
い
う
こ
と
を
、
よ
く
頭

に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

つくしグループの皆さん

ぜんぶで10:::1分かるか恕?まちがいを探せ

下田幸代長浜高校美術部答え 14ページに掲載
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犯
罪
は
未
然
に

相
談
所
長
会
が
啓
発

町
内
に
お
け
る
犯
罪
を
未
然
に
防
ご

う
と
、
八
月
三
十
日
、
町
体
育
館
で
防

犯
相
談
所
長
会
が
行
わ
れ
、
警
察
や
行

政
関
係
者
ら
約
二
十
人
が
出
席
し
た
。

所
長
会
で
は
、
犯
罪
防
止
へ
の
啓
発

活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
後
、
街
頭
で
車
の

駐
車
違
反
や
買
い
物
客
な
ど
に
置
き
引

敬
老
に
ち
な
ん
で

尾
野
さ
ん
が

つ
え
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

八
月
二
十
四
日
、
出
海
の
尾
野
幸
太

郎
さ
ん

2
2
二
が
、
老
人
ホ
l
ム
白

山
園
に
手
づ
く
り
の
つ
え
を
五
十
本
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

こ
れ
は
、
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
手

バ
Y
6y民

当
町
か
ら
は
、
町
民
体
育
際
を
勝
ち

白
号
抜
い
た
十
五
チ
l
ム
百
四
十
八
人
が
参

d
戸
加
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
の
長
浜
B

(
白
滝
)
、
女
子
一
部
の
長
浜
A
(出
海
)
、

卓
球
の
長
浜
B
(
体
協
)
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
し
た
。

き
等
の
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

入園者につえを贈る尾野さん

づ
く
り
で
作
っ
た
つ
え
を
圏
内
の
お
年

寄
り
に
と
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
尾
野
さ

ん
は
、
少
し
で
も
役
立
て
ば
と
話
し
て

し
た
。町

内
三
チ

1
ム
が
擾
勝

j
ス
ポ
レ
ク
郡
内
大
会
j

九
月
四
日
、
内
子
町
で
愛
媛
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
一
弘
喜
多
郡
大

会
が
行
わ
れ
、
郡
内
か
ら
約
五
百
人
の

選
手
が
参
加
し
た
。

町内を啓発巡回する所長会の皆さん

事
故
を
防
ご
う

町
長
に
セ
ー
フ
テ
ィ

@
メ
ッ
セ
ー
ジ

九
月
二
十
一
日
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
パ
レ
ー
ド
に
伴
う
セ
ー
フ
テ
ィ
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
式
が
役
場
前
で
行

わ
れ
、
上
田
町
長
に
ミ
ス
ョ
シ

1
ト
ベ

ル
ト
の
神
山
さ
ん
と
冨
士
島
さ
ん
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
伝
達
式
は
、
最
近
、
大
洲
署
管

内
で
多
発
し
て
い
る
交
通
事
故
を
防
ご

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
高
齢
者
の
事

故
防
止
や
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

な
ど
の
内
容
が
伝
達
さ
れ
た
。

国

白馬

亙
高

ー
白
滝
俳
句
会

1

入場行進する当町の選手団

大
田
干
海
紺
碧
に
乱
反
射高
左

語
ら
れ
ぬ
若
労
も
土
日
客
荷
汁

岩

本

勝

義

厨
よ
り
一
と
夜
鳴
き
つ
ぐ
ち
ち
ろ
虫

上
回
ミ
ツ
子

日
々
草
パ
ノ
ラ
マ
の
如
巡
り
咲
く

一

宮

菊

枝

威
銃
夜
明
の
大
気
震
わ
せ
る

上

回

ス

ミ

青
柚
子
の
ほ
の
か
に
香
る
タ
厨

平

井

松

子

炎
天
を
覚
悟
し
て
出
る
葬
送
り

都
築
い
ち
子

真
剣
に
金
魚
掬
ふ
子
取
り
巻
く
子

上

田

孝

子 木
芳

上田町長にメッセージを贈るミスシートベルト

リ
ヤ
カ
ー
の
パ
ラ
ソ
ル
赤
し
魚
売
女

森

悦

子

大
早
川
の
流
れ
を
変
へ
に
け
り

清

水

禎

子
句

俳
日
白
滝
小
学
校
H

あ
か
と
ん
ぼ
い
な
ほ
に
と
ま
り
ひ
と
休

み

一

二

年

藤

田

主

介

夏
休
み
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
て
ま
っ
黒
け

二

一

年

岡

本

慧

太

い
わ
し
雲
に
ゆ
、
つ
ど
う
雲
を
お
い
は
ら

う

三

年

窪

自

歩

も
う
秋
だ
夏
の
暑
さ
は
も
う
い
や
だ

四

年

曽

我

康

博

遊
び
た
い
太
陽
し
ず
む
の
待
っ
て
く
れ

四

年

東

恵

市

か
き
の
実
が
み
る
み
る
う
ち
に
食
べ
れ

そ

う

四

年

門

田

裕

介

も
み
じ
の
葉
お
け
し
よ
う
し
た
ら
ま
つ

か

つ

か

四

年

田

淵

陽

子

秋
に
な
り
は
な
れ
ば
な
れ
の
木
の
葉
た

ち

四

年

和

左

目

良

恵

夏
が
す
ぎ
み
ん
な
あ
わ
て
る
新
学
期

四

年

酒

井

友

里

赤
と
ん
ぼ
夕
日
の
下
で
と
ん
で
い
る

三

年

橋

本

慶主幹
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民
生
委
員
e

児
童
委
員
に

藤
岡

富
さ
ん

んkc 
岡藤たれ々C嘱委

九
月
五
日
、
町
体
育
館
で
民
生
委
員
・

児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

下
須
戒
の
藤
岡
富
さ
ん
(
五
六
)
が
、

新
し
く
大
和
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
六
年
九
月
一
日
か
ら
七
年
十
一
月

一
一
一
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
担
当
区
は
、
下
平
(
叫
区
)

一一一一一歳です@表彰ほか

二識ですゴンニチれ⑩

久保有希ちゃん

郷
(
田
区
)
惣
瀬
(
前
区
)
柿
ノ
久
保

(
引
区
)
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

美
野
石
古
さ
ん
ほ
か

公
民
館
優
良
職
員
表
彰

八
月
二
十
四
日
、
内
子
町
で
聞
か
れ

た
平
成
六
年
度
喜
多
郡
公
民
館
研
究
大

会
の
席
上
、
喜
多
郡
公
民
館
連
絡
協
議

会
の
優
良
職
員
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
町

か
ら
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

美
野
石
吉
(
中
央
公
民
館
長
)
世
ノ
下

弘
俊
(
黒
田
分
館
長
)
友
淳
敏
(
大
和

公
民
館
長
)
紙
同
清
成
(
青
島
公
民
館

長
)
播
磨
明
(
青
島
公
民
館
、
王
事
)
城

ケ
瀧
通
治
(
沖
浦
公
民
館
)

Lこと
匙ぅ毛布ゑ翠襲欝緩率議鱒務協議診 な健「い
畿議長会藩欝欝欝欝畿認当齢三;っ康有つ
譲欝援護霧撞鰻懇嬢襲撃欝襲議議長:てで希ま

:父譲議麗盤醸駒内襲鱗饗議議ほ人」で
11 気空警鐘襲撃二:乏謬饗襲欝襲警護しにと も
i幹ぶ持撃さそ議欝襲撃い迷名希
月号?土議Z議欝襲撃手雪作警
予 ぞ川ぷ?理辺誠寂(会票饗襲撃 。かま持
んと溜盤 けしつ

二三私 轍部ぷ重警 な 72王
H 品々湾総弘 併務で配被間協議議 い 生

;7議議議議喝 、~ : 

i美良範鍾欝議懇襲撃言 言 ごi
l枝竺玄室謬竺伊ゲ護警護委ピ¥ し け

ii 議繋縁、;号本J三議1 X 2 1 
のう E

平成5年10月4日生まれ 子 に

田
山里山

訪
問
販
亮
に
ご
注
意

近
隣
市
町
村
で
被
害
多
発

最
近
、
近
隣
市
町
村
で
役
場
や
保
健

所
の
保
健
婦
の
名
前
を
利
用
し
、
高
額

の
避
妊
具
や
お
む
つ
カ
バ

I
、
強
化
食

品
等
の
訪
問
販
売
を
行
っ
て
い
る
業
者

に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

役
場
や
保
健
所
の
保
健
婦
は
、
訪
問

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
決
し
て
訪

問
販
売
活
動
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
生
活
環
境

課
(
宮
五
二

l
一
一
一
一
・
偏
二

O
九

五
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

働
く
み
ん
な
の

サ
ボ

i
会

i

十
月
は
労
働
保
険
適
用
月
間

労
働
省
で
は
、
十
月
を
「
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に

労
働
保
険
(
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
)

の
未
加
入
事
業
場
の
解
消
に
努
め
て
い

ま
す
。加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、

お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
八
幡
浜
労
働
基
準
監
督

署
(
宮

O
八
九
四
l
二一一

I
一
七
五
O
)

ま
た
は
、
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
(
二

四
l
一
一
一
一
九
二
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

会1 の行政相言葉趨島知 ; 
い|鮮 明母

10月 16日(日) - 22日(上) -

総務庁では、「行政相談制度」をさらに理

解・利用していただくために、「行政相談週

間」を設け、行政相談委員とともに、各種の

|行事を実施しており、その一環として、 1日 l 

j行政相談所(無料秘密厳守)を各地で聞き i 
ます。

! 国の役所、特殊法人(公庫@公団 J R. i 
I NTTなど)、県や市町村の仕事や窓U に対 i
iする苦情"要望・意見などをお持ちの方は、 i 

iお気軽にご相談ください o ! 
長浜町の相談所の開設日時、場所は次のと 1 

1おりです。

i [日時] 10Jl20日制午前 9時~午後 3時 ! 
i [場所Iフイツシングセンター I 

なお、当町の行政相談員は、兵頭信男さん|

! (宮52-1326)です。 i

県
民
総
合
体
育
祭

来
月
各
市
町
で
開
催

愛
媛
県
で
は
、
潤
い
と
活
力
の
あ
る

郷
土
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
幅
広
い

分
野
の
ア
マ
チ
ュ
ア
文
化
の
祭
典
「
平

成
六
年
度
県
民
総
合
文
化
祭
」
を
開
催

し
ま
す
。

{
会
期
}
十
一
月
五
日
(
土
)
か
ら
二

十
七
日
ま
で
の
二
十
三
日
間

{
会
場
}
松
山
・
今
治
・
宇
和
島
。
八

幡
浜
@
新
居
浜
市
、
伯
方
・
久
万
・
松

前
・
松
野
町

愛
媛
県
産
品
ま
つ
り

大
洲
市
で
開
催

十
一
月
三
日
・
三
日
の
二
日
間
、
大

洲
市
で
第
十
八
回
南
予
地
区
愛
媛
県
産

品
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
堅
産
品
を
紹
介
し
、

そ
の
愛
用
を
促
進
す
る
た
め
に
行
わ
れ

る
も
の
で
、
会
場
で
は
、
地
域
の
特
産

品
等
の
展
示
‘
即
売
が
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
十
一
月
一
一
日
(
午
前
十
一
時

j
午
後
五
時
)
・
一
一
一
日
(
午
前
十
時
j

午
後
四
時
)

一
場
所
}
大
洲
市
民
会
館
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未
来
の
船
長
を
養
成

海
員
学
校
学
生
募
集

印刷j 情)岸本印刷

波
方
海
員
学
校
で
は
、
内
航
船
舶
の

船
員
職
員
(
船
長
、
航
海
士
、
機
関
長
、

機
関
士
)
を
二
年
の
修
業
期
間
で
養
成

す
る
た
め
、
平
成
七
年
度
の
学
生
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

{入
学
資
格
一
高
等
学
校
卒
業
文
は
高

卒
同
等
資
格
以
上
の
者

{
試
験
一
国
語
I
、
数
学
I
、
英
語
I

{出
願
期
間
}
十

一
月
二
十
一
日
ま
で

詳
し
く
は
、
波
方
海
員
学
校
教
務
課

(
宮

O
八
九
八
I
四

一
l
九
六
四

O
)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成6年10月l日発行

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

「
年
金
住
宅
融
資
」

f

平成6年10月号

(社
)
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
平
成

六
年
度
第
二
回
「
年
金
住
宅
融
資
」
の

広報ながはま

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一利
用
で
き
る
方
}
現
在
厚
生
年
金
保

険
の
加
入
者
で
、
加
入
期
聞
が
三
年
以

上
あ
る
方

{資
金
の
使
い
道
}
新
築
住
宅

・マ

ン

シ
ョ
ン

・
建
売
住
宅
、
中
古
住
宅
の
購

入
及
び
増
改
築
な
ど
の
住
宅
改
良
資
金

一
融
資
金
額
一
最
高
二
千
二
十
万
円

一
融
資
利
率
一
年
四
・
四
%

{
返
済
期
間
一
五
年
か
ら
三
十
五
年

詳
し
く
は
、
社
団
法
人
愛
媛
県
年
金

福
祉
協
会

(
E
O
八
九
九
l
四
一

l
七

六
六
七
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

し

匂P

結

婚

今
月
の
ト
ッ
プ
は
稲
田
達
也
・

啓
子
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル

長

浜

大
洲
市

「

長

浜

f

大
洲
市

田

千健啓達

下長下沖沖上
須須老
戒浜戒浦浦松

山辻 東岩 二 大
本 本宮谷

良建 和喜
誠治司哲久則

長長長三長二
男女女男女女

お
〈
や
み

8
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

代一子 也

長

浜

出

海柴
長

浜

下
須
戒

長

浜柴
今

坊
下
須
戒

長

浜

笹仲東谷西徳石福井池

藤

作
サ
ワ
ヱ

キ

(
九
五
)

(
九
五
)

(
九
八
)

(九
四
)

(九
三
)

(
三
八
)

(七
九
)

(
六
五
)

(七
六
)

(七
八
)

「牛に積 まば七車・舟に載すれ

ば九の舟・さっさ稲舟稲車・

動かにや嫁御も押しに来い(中略)J

正岡子規の詩「豊年の歌」の書き

出しである。 大和地区では芸能

「豊年踊り」があってユーモラス

に豊年の喜びを明 るく表現してい

る。 昨年こそ天保 の大飢鐘以来の

凶作で、政府も慌てて外国米を緊

急輸入して今年の急場を凌いだが、

超早場米が上出来で、今年の全国

作柄は予想どおり豊作確実になり、

米屋さんの前に行列を作らずにお

米が買えることになった。子規の
かみ

詩の続き i(前略)お上の力も何

んにも無い・年貢が欲しけりゃ持っ

て往け・豊年じゃ満作じゃ」とい

うことになるらしい。

また、 10月は体育の月で昭和39

年10月10日第四回オリンピック東

京大会が開幕されて、日本の選手

たちは金メダル16個 、銀5個、 銅

8個 の大成果を挙げた。敗戦から

19年間のその頃はもう食料も豊富

で米の飯を腹一杯食べての大活躍

ができた。天高く 馬肥ゆる秋空の

もと運動に励もう。

27日からは読書週間、熱心 な図

書館長によって充実されつつある

町立図書館も大いに活用、心身の

充実 に努めよう 。

8
月
届
出
分

(敬
称
略
)

イ主

氏

戸斤

名

井中 池 稲

上塚田

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

8
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

保

護
者
氏

名

続

柄

!尼
名

長

浜

長

浜
下
須
戒

二長二
女男女
満ま 紗さ
美み嘉t矢ゃ
子こ人E香 か

中西浦
川崎 上

勝嘉
巳 一堂

本崎永 岡原 上田

周

一

鹿
太
郎満

福

見
カ
ヲ
ル

光

雄

賓

利

尾 岡

し麻雪f憂す拓T未み夏か
朔H乃 の子こ磨ま有ゅ鈴1

喜
一
属
長
愛
己
蓮

昌
傘
申
告
フ
，
ィ
=
=
目
一壬

朝
夕
め

っ
き
り
寒
く
な
り
、
読
書
の

秋
と
い
っ
た
、
の
ど
か
な
雰
囲
気
す
ら

感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
:・
。
(
寒

が
り
の
私
に
は
、
最
近
の
冷
え
込
み
は

唐
突
過
ぎ
ま
す
。)

さ
て
、

2
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た
よ

う
に
、「
ふ
れ
あ
い
会
館
」
が
い
よ
い

よ
完
成
し
ま
す
。
閉
会
館
は
、
文
化
の

薫
る
町
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

生
涯
学
習
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
場
と
し
て
、
誰
も
が
い
つ
で
も
、

気

軽
に
利
用
で
き
ま
す
。
み
ん
な
の
施
設

で
す
の
で
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
は
、
し
っ

か
り
と
守
り
、
き
れ
い
に
利
用
す
る
よ

う
に
し
ま
し

ょ

う

。

(

い

)

ロペ
l
ジ
イ
ラ
ス
ト
の
答
え

①
花
の
絵
②
コ
ッ
プ
③
バ
ッ
グ
の
ひ
も
④

編
み
棒
⑤
窓
の
わ
く
⑤
落
ち
葉
⑦
カ
レ
ン

ダ
ー
③
本
①
敷
物
の
絵
⑮
ス
リ
ッパ

数

人口をふやしましょう

8月末現在 前月との比較

10，888人 5人増

人 口 (男 5，091人) (男 3人減)
女5，797人 女 8人増

世帯数 3，743世帯 1世帯減

帯世口人


